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Abstract
　This article reprints and introduces the “Exercise table for training” of “Yamatoya Art School” left 
by Sukesaburo Sakaguchi (1884－1961).  Although he was the owner of a geigi shop (Okiya) Yamatoya 
in Minami-ku, Osaka (currently Chuo-ku), he and his wife Kimi Sakaguchi, established the five-year 
“Yamatoya Geigi Training Center” in 1910 and raised Han Takehara and other excellent geigi. In the 
Nanchi-kagai of Osaka, where Yamatoya belonged, the geigi skill test had already begun in 1890, but 
Sukesaburo planned to further promote the modernization of Kagai. 
　The “Yamatoya Art School” was approved by Osaka Prefecture, and it inherited the prewar “Yamatoya 
Geigi Training Center” and recruited students from 1950. This “Exercise table for training” is a valuable 
historical material that not only shows the situation of postwar geigi education, but also inherits the prewar 
curriculum. We would like to publish this article with the permission of the current owner, Ms. Kiku 
Sakaguchi (the eldest daughter of Sukesaburo). 

Keyword
Nanchi-gokagai （南地五花街）,  Sakaguchi Sukesabro （阪口祐三郎）,  
Yamatoya Geigi Yoseijyo （大和屋芸妓養成所）,  Keiko Hyo （稽古表）,  Takehara Han （武原はん）



147（ 1 ） 【史料紹介】大阪府認可 大和屋技芸学校稽古表

要
旨

　
本
稿
は
、
阪
口
祐
三
郎
（
一
八
八
四
～
一
九
六
一
）
が
残
し
た
「
大
和
屋
技
芸

学
校
」
の
稽
古
帳
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
祐
三
郎
は
大
阪
市
南
区

（
現
中
央
区
）
の
芸
妓
扱
店
（
置
屋
）
大
和
屋
の
経
営
者
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
三

年
（
一
九
一
〇
）、
妻
の
き
み
と
共
に
五
年
制
の
「
大
和
屋
芸
妓
養
成
所
」
を
設

立
し
、
武
原
は
ん
他
の
優
れ
た
芸
妓
を
育
て
た
。
大
和
屋
が
属
し
た
大
阪
南
地
五

花
街
で
は
、
す
で
に
明
治
三
〇
年
に
芸
妓
の
技
能
試
験
を
始
め
て
い
た
が
、
祐
三

郎
の
企
画
は
花
街
の
近
代
化
を
一
層
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　「
大
和
屋
技
芸
学
校
」
は
大
阪
府
の
認
可
を
受
け
、
戦
前
の
衣
鉢
を
継
い
で
昭

和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
か
ら
生
徒
を
募
集
し
た
。
こ
の
「
稽
古
帳
」
は
戦
後
の

芸
妓
教
育
の
実
情
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
戦
前
期
「
大
和
屋
芸
妓
養
成
所
」
の
そ

れ
を
髣
髴
さ
せ
る
が
、
芸
妓
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
他
に
類
を
見
な
い
貴

重
な
史
料
で
あ
る
。
現
所
蔵
者
・
阪
口
純
久
氏
（
祐
三
郎
長
女
）
の
許
可
を
得
て
、

こ
こ
に
公
開
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
南
地
五
花
街
、
阪
口
祐
三
郎
、
大
和
屋
芸
妓
養
成
所
、
稽
古
表
、
武
原
は
ん

解
題

一
、
南
地
五
花
街
と
宗
右
衛
門
町
の
大
和
屋

　
近
代
都
市
大
阪
に
は
、
江
戸
時
代
に
起
源
を
も
つ
四
花
街
（
新
町
、
南
地
、
北

新
地
、
堀
江
）
が
存
在
し
た
。
明
治
期
の
芸
者
評
判
記
『
花
柳
仙
郷
』（
明
治
二
二

年
）　1）
と
『
浪
花
廼
華
』（
同
三
六
年
）　2）
を
比
較
す
る
と
、
四
花
街
の
う
ち
最
大
数

の
芸
娼
妓
を
擁
し
た
南
地
は
、
こ
の
一
四
年
間
に
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。

も
と
も
と
こ
の
花
街
で
は
芸
妓
・
娼
妓
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
に
芸

妓
数
は
二
・
三
倍
、
娼
妓
数
は
六
・
六
倍
と
な
り
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に

は
娼
妓
比
率
が
極
め
て
高
い
花
街
に
変
貌
し
た
。
他
の
三
花
街
が
、
こ
の
間
に
芸

妓
の
比
率
を
伸
ば
し
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
た
だ
南
地
に
は
、
す
で
に
明
治

二
二
年
の
段
階
で
、芸
娼
妓
混
合
の
「
扱
店
（
置
屋
）」
は
一
店
も
存
在
し
な
か
っ

た
。
こ
の
間
、
芸
妓
扱
店
数
は
変
化
し
な
か
っ
た
が
、
娼
妓
扱
店
は
一
〇
店
か
ら

八
八
店
に
激
増
し
て
い
る
　3）
。

　
南
地
は
も
と
も
と
五
つ
の
地
域
（
宗
右
衛
門
町
、
九
郎
右
衛
門
町
、
坂
町
、
櫓
町
、

難
波
新
地
）
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
花
街
で
あ
っ
た
が
、
明
治
一
七
年
頃
か

ら
行
動
を
共
に
す
る
よ
う
に
な
り
　4）
、
一
般
に
は
「
南
地
五
花
街
」
と
呼
ば
れ
て

【
史
料
紹
介
】

大
阪
府
認
可 

大
和
屋
技
芸
学
校
稽
古
表

人
間
社
会
研
究
域
客
員
研
究
員

笠
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い
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
各
地
域
の
特
色
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
ら
し
く
、
明
治

三
六
年
に
は
宗
右
衛
門
町
・
九
郎
右
衛
門
町
に
は
芸
妓
扱
店
し
か
存
在
し
な
い
の

に
対
し
、
娼
妓
扱
店
は
難
波
新
地
に
集
中
し
て
い
た
　5）
。
明
治
中
期
に
お
け
る
娼

妓
扱
店
の
急
増
は
、
難
波
新
地
の
扱
店
（
特
に
、
乙
部
娼
妓
扱
店
　6）
）
新
設
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
南
地
で
は
、
明
治
三
〇
年
に
取
締
・
森
下
露ろ

風ふ
う

（
芸
妓
扱
店
・
伊い

た丹
幸こ
う

の
経
営

者
）
が
、
芸
妓
技
能
試
験
を
発
足
さ
せ
た
　7）
。
同
三
六
年
の
『
あ
し
べ
を
ど
り
』

（
第
一
九
回
「
芦
辺
踊
」
番
付
）
に
は
「
五
花
街
芸
妓
の
試
験
は
月
々
三
回 

試
験
委

員
立
合
に
て
こ
れ
を
施
行
す 

其
等
級
は
甲
乙
丙
丁
何
れ
も
三
等
に
分
ち
合
せ
て

十
二
級
と
な
せ
り
」
と
見
え
、
南
地
演
舞
場
で
の
試
験
の
様
子
を
写
し
た
写
真
も

掲
げ
ら
れ
て
い
る
　8）
。

　
そ
の
後
、「
月
々
三
回
」
と
い
う
頻
度
は
減
ら
さ
れ
た
よ
う
だ
が
　9）
、
試
験
委

員
は
男
女
同
数
で
、
男
性
委
員
は
南
地
演
舞
場
の
役
員
、
女
性
委
員
は
芸
妓
総
代

が
勤
め
、
前
年
度
の
試
験
で
甲
級
を
得
た
芸
妓
は
正
月
の
「
始
業
式
」
で
表
彰
さ

れ
た
　10）
。
南
地
で
は
す
で
に
明
治
中
期
か
ら
、
芸
妓
の
技
芸
向
上
に
力
を
注
い
で

い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。

　
置
屋
と
し
て
の
大
和
屋
は
明
治
一
〇
年
頃
、
も
と
芸
妓
で
あ
っ
た
阪
口
う
し
が

創
業
し
た
と
い
う
　11）
。『
花
柳
仙
郷
』
に
は
登
場
し
な
い
が
、
明
治
三
一
年
の
第

一
四
回
芦
辺
踊
番
付
に
は
記
載
さ
れ
、
所
属
芸
妓
が
出
演
し
て
い
る
　12）
。
続
い
て

養
女
の
き
ぬ
が
二
代
目
と
な
り
、
明
治
四
二
年
に
は
祐
三
郎
（
き
ぬ
の
弟
）
が
三

代
目
を
継
い
だ
。
祐
三
郎
は
大
阪
・
船
場
の
薪
炭
問
屋
に
生
ま
れ
た
が
、
一
三
歳

で
父
母
と
死
別
し
、
兄
弟
姉
妹
と
と
も
に
伯
母
う
し
の
養
子
と
な
っ
た
後
、
実
業

家
・
松
本
重
太
郎
の
膝
下
で
丁
稚
・
手
代
と
し
て
奉
公
し
、
徴
兵
さ
れ
て
日
露
戦

争
に
従
軍
し
た
。
復
員
後
は
実
業
家
を
目
指
し
て
い
た
が
、
養
母
の
希
望
と
松
本

の
説
諭
に
よ
っ
て
後
継
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
　13）
。

　
祐
三
郎
は
三
代
目
を
継
い
だ
後
、
養
母
の
勧
め
で
き
み
と
結
婚
し
た
。
き
み
は

大
阪
新
町
の
元
芸
妓
・
笑
鶴
で
、
人
物
と
技
芸
を
う
し
に
見
込
ま
れ
、
大
和
屋
の

芸
妓
と
な
っ
て
い
た
女
性
で
あ
る
。
二
人
は
明
治
四
三
年
、「
大
和
屋
芸
妓
養
成

所
」
を
設
立
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
各
屋
形
で
二
人
三
人
の
芸
妓
を
養
成

し
て
い
て
は
南
地
の
発
展
は
な
い
。
時
代
の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
る
」　14）
と
思
い
、

学
校
式
の
養
成
所
を
考
案
し
た
の
だ
と
い
う
。
森
下
露
風
の
技
芸
試
験
創
設
に
つ

ぐ
、
花
街
近
代
化
へ
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　
生
徒
た
ち
は
一
二
歳
前
後
で
こ
こ
に
入
り
「
養
成
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
小
学
校

教
育
が
未
修
の
者
は
学
校
に
通
わ
さ
れ
た
。
夜
は
稽
古
場
に
布
団
を
並
べ
て
寝

て
、
朝
は
六
時
頃
に
起
床
、
八
時
半
に
朝
食
を
食
べ
た
あ
と
、「
朝
の
九
時
半
か

ら
夜
の
十
時
ま
で
、
途
中
の
一
時
間
ほ
ど
の
休
み
（
午
後
三
時
の
昼
食
と
夕
方
五
時

の
小
休
止
）
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
一
日
中
稽
古
に
明
け
暮
れ
て
い
た
」　15）
と
い
う
。

　
養
成
所
で
は
、
山
村
若
、
花
柳
寿
輔
、
若
柳
吉
蔵
、
西
川
嘉
義
な
ど
一
流
の
師

匠
を
招
き
、
五
年
を
か
け
て
芸
妓
を
育
成
し
た
。
し
か
し
師
匠
た
ち
が
帰
っ
た
あ

と
、
実
質
的
に
稽
古
を
つ
け
た
の
は
き
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
指
導
は
厳
し
く
、
時

に
は
深
夜
に
及
ん
だ
が
　16）
、
養
成
た
ち
は
稽
古
に
専
念
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、

掃
除
な
ど
は
一
切
課
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
の
養
成
所
で
育
っ
た
芸
妓
に
、
日
本
舞
踊
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
武
原
は

ん
（
一
九
〇
三
～
一
九
九
八
）
が
い
る
。
彼
女
は
養
成
所
の
第
二
期
生
で
、
往
時

を
想
起
し
、「
に
い
ち
ゃ
ん
の
稽
古
帳
」　17）
と
い
う
談
話
を
残
し
た
。

　
小
さ
な
折
り
畳
み
式
の
帳
面
な
の
で
す
が
、
そ
こ
に
几
帳
面
な
に
い
ち
ゃ

ん
の
字
で
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
お
囃
子
は
な
に
な
に
、
狂
言
は
な
に
な
に
、
山
村
流
は
な
に
な
に
　
　
。

稽
古
の
習
い
ご
と
の
内
容
そ
れ
ぞ
れ
み
な
、
こ
と
細
か
に
流
派
別
に
書
か
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
子
供
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
帳
面
を
作
り
、
日
々
の
稽
古
を
見
守
り
な
が
ら
、

習
い
ご
と
の
な
か
み
を
丹
念
に
記
し
残
し
て
く
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。（
中

略
）

　
時
折
、
取
り
出
し
て
眺
め
て
み
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
た
く
さ
ん
の
稽

古
で
す
。（
中
略
）

　
ず
い
分
と
傷
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
稽
古
帳
は
私
の
卒
業
証
書
な
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の
で
す
。

　
こ
の
「
稽
古
帳
」
の
写
真
に
よ
れ
ば
、
曲
目
は
直
接
書
き
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、

短
冊
様
の
小
紙
片
に
記
さ
れ
た
も
の
を
、
帳
面
に
挟
み
込
ん
で
い
る
。「
稽
古
帳
」

の
作
成
過
程
は
未
詳
で
あ
る
が
、「
に
い
ち
ゃ
ん
」（
祐
三
郎
）
が
手
元
に
置
い
て

作
成
し
、
養
成
期
間
が
終
っ
た
芸
妓
に
「
卒
業
証
書
」
と
し
て
渡
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
　18）
。

二
、
大
和
屋
技
芸
学
校
の
「
稽
古
表
」

　
本
稿
で
翻
刻
・
紹
介
す
る
「
大
和
屋
技
芸
学
校
稽
古
表
」（
以
下
「
稽
古
表
」
と
い

う
）
は
、
大
和
屋
の
四
代
目
・
阪
口
純
久
氏
（
一
九
三
二
～
）
の
所
蔵
史
料
で
あ
る
。

こ
の
学
校
は
「
大
和
屋
芸
妓
養
成
所
」
を
母
体
に
大
阪
府
の
認
可
を
受
け
、
昭
和

二
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月
、
大
和
屋
技
芸
学
校
と
改
称
し
て
発
足
し
た
　19）
。「
稽

古
表
」
は
三
点
が
現
存
し
、「
大
和
屋
技
芸
学
校 
生
徒
年
表
」
と
と
も
に
「
稽
古

表
　
大
和 

阪
口
」
と
記
し
た
封
筒
に
納
め
ら
れ
、
す
べ
て
が
祐
三
郎
の
自
筆
で

あ
る
。「
稽
古
表
」
は
厚
手
の
紙
を
張
り
つ
ぎ
、
縦
横
に
細
か
い
罫
線
を
引
い
て

「
長
唄
」「
常
磐
津
」「
清
元
」「
地
唄
」「
義
太
夫
」
な
ど
、
技
芸
学
校
で
芸
妓
が

習
得
す
べ
き
音
曲
や
舞
踊
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
書
上
げ
、
縦
長
の
屏
風
畳
み
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
武
原
は
ん
の
「
稽
古
帳
」
と
は
形
状
・
作
成
年
代
も
異
な
る
の
で
、

記
載
内
容
も
異
な
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
の
比
較
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

た
だ
、
戦
後
の
「
大
和
屋
技
芸
学
校
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
別
の
記
述
が
あ
る
の

で
、
教
育
方
法
な
ど
の
根
幹
は
戦
前
期
と
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら

れ
る
。　

今
生
徒
は
三
十
五
人
程
で
あ
る
。
学
校
と
云
う
名
称
、
或
は
組
織
に
な
つ

た
の
は
昭
和
二
十
五
年
の
正
月
で 

そ
れ
ま
で
は
「
大
和
屋
少
女
連
」
と
云

つ
て
矢
張
り
芸
妓
の
養
成
を
し
て
来
た
（
中
略
）
大
教
室
（
中
略
）
は
講
堂

の
よ
う
に
広
い
。
一
方
が
畳
敷
で
そ
の
窓
辺
に
は
鏡
台
が
づ
つ
と
並
ん
で
い

る
。
一
方
は
板
の
間
で
踊
等
の
稽
古
場
に
な
つ
て
い
る
。
そ
の
後
の
押
込
の

フ
ス
マ
に
は
一
年
間
の
歌
謡
・
舞
踊
等
の
教
科
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
が
月
別
に
細

く
書
き
出
さ
れ
、
す
で
に
授
業
済
の
も
の
に
は
朱
色
の
印
が
う
つ
て
あ
る
。

（
中
略
）
八
時
半
起
床
し
て
十
時
か
ら
三
時
ま
で
授
業 

夜
は
実
習
に
出
る
。

即
ち
お
座
敷
に
出
る
。（
中
略
）

　
生
徒
は
全
部
寄
宿
舎
で
寝
食
を
共
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
月
謝
と
云
う
よ

う
な
も
の
を
必
要
と
し
な
い
。
逆
に
小
遣
が
支
給
さ
れ
る
。
そ
し
て
長
唄
、

清
元
、
常
磐
津
、
小
唄
、
民
謡
、
舞
踊
、
等
総
ゆ
る
現
代
芸
妓
と
し
て
必
須

と
思
わ
れ
る
技
芸
が
授
け
ら
れ
る
。（
中
略
）

　
少
女
連
時
代
に
、
既
に
三
十
七
期
生
と
云
う
の
を
出
し
て
い
る
。
未
だ
学

校
に
な
つ
て
か
ら
は
卒
業
生
が
な
い
、
と
云
う
の
は
五
ケ
年
在
学
と
云
う
こ

と
だ
か
ら
、
昭
和
二
十
五
年
発
足
の
学
校
の
第
一
期
生
は
未
だ
出
な
い
わ
け

で
あ
る
　20）
。

　
次
に
、「
稽
古
表
」
三
点
の
概
要
を
示
そ
う
。

㊀
、
表
紙
に
「
大
阪
府
認
可
　
大
和
屋
技
芸
学
校
」
と
記
す
も
の
。
昭
和
三
〇

年
三
月
三
日
、
祐
三
郎
が
純
久
氏
に
授
与
し
た
稽
古
帳
で
、
裏
表
紙
に
次
の
書

き
込
み
が
あ
る
　21）
。

　
皆 

ほ
ん
ま
の
自
分
の
妹
と
思
ふ
て 

一
人
で
も
多
く
の
人
に
親
切
に
教
へ

て
や
つ
て
被
下

　
此
の
表
は 

父
が
心
を
込
め
て
八
時
間
も
か
ゝ
つ
て
書
い
た 

大
切
に
し
て

被
下

　
　
　
卅
年
三
月
三
日
の
ひ
な
祭
り
の
日
に

　
き
く
子
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
よ
り
印

　
各
曲
目
の
下
部
に
小
欄
を
設
け
、
そ
こ
に
小
ぶ
り
の
印
鑑
「
阪
口
」
を
捺
し

た
り
、
朱
筆
ま
た
は
墨
筆
で
〇
印
を
付
し
た
り
し
た
箇
所
が
あ
る
。
お
そ
ら
く

先
の
引
用
文
に
見
え
る
、「
授
業
済
」
の
曲
目
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

㊁
、
表
紙
に「
大
阪
府
認
可
　
大
和
屋
技
芸
学
校
　
大
和 

阪
口
」と
記
し
た
も
の
。

年
紀
は
な
い
が
、
体
裁
や
内
容
は
㊀
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
㊀
作
成
と
同
時
か

近
い
時
期
に
、
祐
三
郎
が
自
分
の
手
控
え
と
し
て
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
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る
。「
阪
口
」
の
印
鑑
や
朱
・
墨
の
〇
印
の
位
置
も
、
㊀
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
㊀
・
㊁
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
曲
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、「
稽

古
帳
」
作
成
後
に
、
祐
三
郎
ま
た
は
純
久
氏
が
加
筆
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

㊂
、
表
紙
に
「
大
阪
府
認
可
　
大
和
屋
技
芸
学
校
」
と
記
し
、
そ
の
下
部
に
「
学

校
へ
来
日
」「
見
習
開
始
」「
住
所
」「
生
年
月
日
」
の
記
入
欄
が
あ
っ
て
、
生

徒
各
人
用
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
。
年
紀
は
な
い
。
㊀
・
㊁
に
あ
っ

た
「
レ
コ
ー
ド
」（
レ
コ
ー
ド
と
し
て
発
売
さ
れ
た
映
画
音
楽
等
）
欄
が
な
く
、
㊀
・

㊁
に
な
い
「
寸
劇
」「
総
踊
」
欄
が
あ
る
他
、「
年
中
の
休
日
」
を
記
す
欄
が
付

加
さ
れ
て
い
る
。
体
裁
も
㊀
・
㊁
と
は
若
干
異
な
っ
て
お
り
、
別
の
時
期
に
作

成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
こ
の
「
稽
古
表
」
が
、
実
際
に
生
徒
に
配

布
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
右
三
点
の
う
ち
、
祐
三
郎
が
基
本
台
帳
と
し
て
常
時
手
元
に
置
い
た

と
思
わ
れ
る
㊁
を
翻
刻
し
、
㊀
と
の
異
同
を
注
記
す
る
。
ま
た
曲
目
の
ジ
ャ
ン
ル

が
多
岐
に
わ
た
り
、曲
数
も
多
数
に
上
る
の
で
、検
索
の
便
の
た
め
索
引
を
付
し
た
。

【
註
】

 1） 

浪
花
屋
丹
次
郎
著『
花
柳
仙
郷
』（
梅
原
忠
蔵
、一
八
八
九
）。
故
肥
田
晧
三
氏
所
蔵
。

 2） 

名
倉
唯
四
郎
編
『
浪
花
廼
華
』（
久
保
茂
吉
、
一
九
〇
三
）。
故
肥
田
晧
三
氏
所
蔵
。

 3） 

笠
井
津
加
佐
・
笠
井
純
一
「
明
治
後
期
に
お
け
る
大
阪
花
街
の
変
貌
と
「
春
の
踊
」

競
演
の
出
現
」（『
人
間
社
会
環
境
研
究
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
七
）。

 4） 

鷲
谷
樗
風
『
阪
口
祐
三
郎
伝
』（
大
和
屋
、
一
九
五
五
）、
七
六
頁
（「
南
地
花
街
の

生
い
立
ち
」）。

 5） 

註
 3）
及
び
次
表
を
参
照
。

 6） 

乙
部
娼
妓
と
は
、
貸
座
敷
に
住
み
込
ん
で
接
客
す
る
娼
妓
の
こ
と
で
、「
居
稼
（
て

ら
し
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
甲
部
娼
妓
は
、
扱
店
か
ら
貸
座
敷
に
「
送
り
込
」

ま
れ
る
者
で
あ
る
。

 7） 

註
 4）
二
七
頁
。

 8） 

生
田
南
水
編
『
あ
し
べ
を
ど
り
』（
岡
本
偉
業
館
、
一
九
〇
三
）。
奥
付
に
発
行
所

の
「
謝
告
」
と
し
て
、「
本
篇
芦
辺
踊
出
版
ニ
対
シ
テ
ハ
五
花
街
役
員
諸
氏
ノ
賛
同

ヲ
得
ル
ト
共
ニ
諸
氏
ノ
好
意
ヲ
受
ケ
タ
ル
事
尠
カ
ラ
ズ 

殊
ニ
其
美
人
ノ
写
真
撮
影

年
中
行
事
ノ
記
事
挿
図
等
ニ
就
テ
ハ 

役
員
森
下
幸
助
氏
ヲ
始
メ
仝
岡
村
庄
兵
衛

氏 

森
下
幸
太
郎
氏
ニ
多
大
ノ
手
数
ヲ
煩
ハ
セ
タ
リ 

共
ニ
茲
ニ
記
シ
テ
深
ク
謝
意

ヲ
表
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
「
芦
辺
踊
」
番
付
は
、
従
来
の

一
枚
刷
だ
け
で
な
く
、
は
じ
め
て
冊
子
体
の
も
の
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
背
景
と
し
て
、
大
阪
・
天
王
寺
で
開
催
さ
れ
る
「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」

の
観
客
を
誘
致
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
推
測
で
き
る
。

 9） 

註
 4）
二
七
頁
に
よ
れ
ば
、
祐
三
郎
が
試
験
委
員
に
任
じ
た
大
正
初
年
に
は
、
芸
妓

の
進
級
試
験
が
年
に
二
回
、
別
に
新
規
開
業
者
の
た
め
の
試
験
が
年
一
回
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
委
員
は
「
廓
の
役
員
か
ら
九
名
、
芸
妓
総
代
か
ら
九
名
が
選
ば
れ
」

た
と
い
う
。

 10） 
註
 8）
番
付
「
技
芸
始
業
式
」。

 11） 
南
地
大
和
屋
『
大
和
屋
歳
時
』（
株
式
会
社
柴
田
書
店
、一
九
九
六
）
二
三
四
頁
（「
南

地
大
和
屋
の
歩
み
」）。

 12） 

「
浪
花
風
流 

芦
辺
踊 
江
南
八
景
」（
五
花
街
演
舞
場
、
一
八
九
八
）。
金
沢
大
学
所
蔵
（
笠

井
科
研
）。

 

乙
部

甲
部

一
一

七

〇

〇

〇

〇

一
一

七

宗
右
衛
門
町

三

二

〇

〇

〇

〇

三

二

九
郎
右
衛
門
町

三

一

〇

〇

二

一

一

〇

櫓
　
　
町

四

一

一

〇

一

〇

二

一

坂
　
　
町

八
八

七

七
二

〇

一
二

三

四

四

難
波
新
地

一
〇
九

一
八

七
三

　
〇

一
五

　
四

二
一

一
四

小
計

　

内
は

明
治
二
二
年
当
時
に
存
在
し
た
扱
店
数
で
内
数

明
治
三
六
年
に
お
け
る
南
地
五
花
街
の
芸
娼
妓
扱
店
数

娼
妓
扱
店

芸
妓
扱
店

小
　
計
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 13） 

註
 4）
一
六
頁
他
。

 14） 

註
 4）
二
一
頁
。

 15） 

註
 11）
二
二
二
頁
。

 16） 
食
満
南
北
編
『
阪
口
き
み
』（
阪
口
楼
、
一
九
三
九
）。

 17） 
武
原
は
ん
談「
に
い
ち
ゃ
ん
の
稽
古
帳
」（
南
地
大
和
屋『
大
和
屋
歳
時
』二
一
六
頁
）。

 18） 

笠
井
純
一
・
笠
井
津
加
佐
「
邦
楽
に
お
け
る
職
業
意
識
の
再
編
―
―
日
本
大
阪
花

街
の
近
代
化
と
女
学
校
教
育
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
第
13
届
中
日
音
楽
比
較
研
究

国
際
学
術
検
討
会
論
文
集
』
福
州
大
学
、
二
〇
一
九
）。
同
「
戦
前
期
大
阪
花
街
に

お
け
る
地
歌
舞
伝
承
と
芸
妓
の
動
向
―
南
地
大
和
屋
の
史
料
と
北
陽 

佐
藤
く
に
の

言
説
を
中
心
に
―
」（『
人
間
社
会
環
境
研
究
』
第
四
〇
号
、
二
〇
二
〇
）。

 19） 

註
 4）
に
付
さ
れ
た
「
阪
口
祐
三
郎
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
大
和
屋
は
昭
和

二
一
年
一
〇
月
五
日
に
営
業
を
再
開
し
た
が
、
僅
か
二
箇
月
で
休
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
こ
の
と
き
「
大
和
屋
芸
妓
養
成
所
は
大
阪
府
認
可
大
和
屋
技
芸
学
校
と

改
称
す
」
と
見
え
る
（
一
七
八
頁
）。
ま
た
昭
和
二
五
年
の
欄
に
は
「
大
阪
技
芸
学

校
生
徒
を
募
集
す
」
と
記
さ
れ
る
（
一
七
九
頁
）。
註
 20）
も
参
照
。

 20） 

高
木
四
郎
「
大
和
屋
芸
妓
学
校
参
観
記
」（『
茶
道
月
報
』
第
五
一
〇
号
、

一
九
五
五
）。

 21） 

註
 18）
拙
稿
（
二
〇
一
九
）
で
は
、「
稽
古
帳
」
書
写
に
要
し
た
時
間
数
を
「
一
一
時

間
」
と
記
し
た
が
、
本
稿
の
通
り
訂
正
す
る
。

凡

　例

一
、
本
稿
は
、阪
口
純
久
氏
所
蔵
の
「
大
和
屋
技
芸
学
校
稽
古
表
」
三
点
の
う
ち
、

純
久
氏
の
父
・
祐
三
郎
が
手
控
え
と
し
て
作
成
し
た
「
稽
古
表
」
を
翻
刻
す
る

も
の
で
あ
る
。
本
冊
を
選
ん
だ
理
由
は
、
作
成
者
の
手
元
で
増
補
・
改
訂
が
行

わ
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
な
る
べ
く
原
本
の
体
裁
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
努
め

た
。

一
、
翻
刻
し
た
表
の
右
上
に
、
〇
付
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
頁
数
を
付
記
し
た
。
番
号

が
飛
ん
で
い
る
場
合
は
、
そ
の
間
に
空
欄
の
頁
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
各
表
の
右
側
に
は
漢
数
字
で
段
数
を
、
下
部
に
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
行
数

を
付
記
し
た
。
数
字
を
付
し
た
理
由
は
、
曲
目
索
引
で
所
在
を
明
示
す
る
た
め

で
あ
る
。

一
、
曲
目
を
楷
書
体
で
表
記
し
た
も
の
は
、
鉛
筆
で
加
筆
さ
れ
た
曲
目
で
あ
る
。

一
、
曲
目
上
部
の
小
欄
に
「
本
」「
二
」「
三
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
三
味
線
の
「
本
調
子
」「
二
上
り
」「
三
下
り
」
を
示
し
て
い
る
。

一
、
曲
目
下
部
の
小
欄
に
「
㊞
」
と
記
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の
箇
所
に
「
阪
口
」

の
小
朱
印
が
捺
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
「
〇
」
は
、
朱
筆
ま
た
は
墨
筆
で

〇
印
が
付
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

一
、
⑰
・
⑱
頁
の
「
扇
取
り
」
と
は
踊
の
必
修
科
目
で
、
小
さ
な
扇
十
数
本
か
ら

一
本
を
選
び
、
扇
面
に
記
さ
れ
た
演
目
を
芸
妓
に
踊
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
末
尾
の
曲
目
索
引
は
、「
曲
目
（
区
分
）」、「
頁
数
」、「
段
数
」、「
行
数
」
の

順
に
掲
げ
た
。
同
名
の
曲
目
で
あ
っ
て
も
記
載
箇
所
が
異
な
れ
ば
、
煩
を
厭
わ

ず
別
項
を
立
て
た
。
ま
た
⑬
頁
の
（
区
分
）
は
、
㊀
に
よ
っ
て
［
民
謡
の
踊
］

と
し
た
。

一
、
そ
の
他
、
適
宜
類
推
さ
れ
た
い
。

翻

　刻

  

 

大
和
屋
技
芸
学
校

大
阪
府
認
可

　
　
　
大
和

　
　
　
　
阪
口
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①
唄　　長

宝
船
末
広
鶴
亀
四
季
山
姥

松
竹
梅

松
の
み
ど
り

老
松
蓬
莱
七
福
神

島
の
千
歳

一

あ
や
め
ゆ
か
た

花
見
踊

岸
の
柳

都
鳥
秋
の
色
種

春
秋
操
り
三
番

ひ
な
鶴
三
番

舌
出
し
三
番

常
磐
の
庭

二

吾
妻
八
景

紀
文
門
傾
城

玉
取
り
海
女

連
獅
子

鷺
娘
二
人
椀
久

賤
機
帯

竹
生
嶋 三

浅
妻
供
奴
五
郎
小
鍛
治

新
浦
島

菊
寿
の
草
摺

軒
端
の
松

梅
の
栄

初
時
雨

勧
進
帳 四

鏡
獅
子

枕
獅
子

越
後
獅
子

猿
舞
外
記
猿

手
習
ひ
子

藤
娘
八
島
官
女

船
弁
慶 五

筑
摩
川

多
摩
川

橋
弁
慶

楠
公
望
月
羅
生
門

竹
生
島

綱
館
蜘
蛛
の
拍
子
舞

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

⑦
唄　　地

竹
の
ゑ
ん

松
の
栄

新
松
竹
梅

袖
香
炉

春
の
寿

鶴
の
巣
籠

鶴
の
声

福
寿
草

正
月
松
の
寿

蓬
莱
高
砂

一

鉄
輪
今
小
町

世
界
め
か
り

綱
の
館

ね
や
の
扇

芦
刈
こ
す
の
戸

ゆ
き
黒
か
み

神
楽
初

常
磐
の
庭

二

露
の
蝶

か
は
づ

袖
の
露

通
ふ
神

千
里
の
桜

都
の
春

花
の
旅

滝
尽
し

屋
島
江
戸
土
産

お
乳
母
め
の
人

羽
織
褄三

秋
の
空

扇
尽
し

あ
や
衣

吾
妻
獅
子

京
名
所

き
ゞ
す

菊
の
露

さ
い
た
桜

竹
生
島

桶
と
り

虫
の
音

菜
の
葉四

石
橋
松
風
名
所
土
産

ひ
な
ぶ
り

ひ
な
祭
り

近
江
八
景

す
り
鉢

夕
顔
茶
音
頭

朝
が
ほ

江
の
嶋

冨
士
太
鼓

五

冬
之
曲

秋
之
曲

夏
之
曲

春
之
曲

勧
進
帳

八
千
代
獅
子

吾
妻
獅
子

若
菜
新
道
成
寺

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

⑤
元　　清

文
屋
保
名
玉
屋
傀
儡
師

子
守
扇
獅
子

梅
の
春

北
洲
四
季
三
葉

名
集
青
海
波 一

玉
川
山
姥
卯
の
花

花
が
た
み

玉
兎
雁
金
か
さ
ね 二

十
六
夜

忠
信
三
社
祭

喜
撰
鳥
羽
錦

神
田
祭

夜
這
星

勘
平
道
行

松
風
権
九
郎

和
合
袋 三

四

四
君
子 五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

⑬

三二二二 三二
す
て
て
こ

獅
々
わ

か
つ
ぽ
れ

ヘ
ラ
ヘ
ラ

ミ
ス
南
地

南
地
は
や
し

南
地
音
頭

南
地
小
唄

一

二 二 二 二 二 二 二 二 二
十
二
月

大
漁
踊

茶
切
り

四
季
ふ
し

姉
さ
ん

桶
さ

桑
名
殿
さ
ん

奴
さ
ん

日
本
一 二

二
お
ば
こ 三

三
深
川

四

本
磯
ぶ
し 五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

③
津　磐　常

将
門
粟
餅
角
兵
ヱ

乗
合
船

子
宝
三
番

助
六
水
う
り

苗
う
り

夕
月
と
し
ま

三
ツ
面

式
三
番 一

戻
り
駕

蜘
蛛
の
糸

も
み
し
狩

夫
婦
狐

お
光
旅
雀
羽
衣
末
広
権
八
お
せ
ん

戻
り
橋

お
夏

二

廓
八
景

夕
霧
勢
獅
子

関
の
戸

墨
ぬ
り

う
つ
ぼ

文
荷
ひ

三
人
上
戸

二
月
堂

お
三
輪

ど
ん
つ
く

大
森

三

宗
清
松
島
常
磐
の
老
松

千
代
の
友
鶴

三
人
片
輪

二
人
棒
縛

つ
り
女

二
タ
面

三
保
の
松

鶴
亀
高
砂
の
松

四

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

⑪
ドーコレ

ま
ほ
ろ
し
保
名

た
ば
こ
や

ほ
ん
と
に
困
り
者

お
祭
り

お
夏
か
わ
い
や

神
楽
面 一

源
太
時
雨

ホ
ン
ト
ニ
そ
う
な
ら

船
頭
可
愛

か
に
ま
よ
う

お
駒
恋
姿

吉
三
人
形

妻
恋
道
中

二

関
の
追
分

お
祭
り
三
度
笠

隅
田
川

角
兵
ヱ
獅
子

三

四

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

②
唄　　長

初
子
の
日

鞍
馬
山

五
条
松 一

二

三

四

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

⑨
夫太義

夕
ぎ
り

お
三
輪

新
口
村

す
し
や

お
舟
お
七
先
代
萩

酒
屋
壷
坂
忠
信
廿
四
孝

式
三
番一

堀
川
質
店
ど
ん
ぶ
り

新
吉
原

明
ケ
烏

蔵
前
お
そ
め

野
崎
村

紙
治

二

三

四

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
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⑱
り取扇

常
磐
津

廓
八
景

山
姥
曽
我
物
語

常
盤
老
松

三
保
松

角
兵
ヱ

松
島

一

二

三

地
唄

八
島
黒
か
み

通
ふ
神

お
ち
や
乳
母
人

寿ゆ
き
袖
の
露

簀
の
戸

あ
し
か
り

四

茶
音
頭

世
界

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

⑰
り取扇

本 本 本 本 本 三

長
唄

吾
妻
八
景

越
後
獅
子

奴
供
岸
の
柳

都
鳥
軒
端
の
松

末
広
狩

五
郎
秋
の
色
草

道
成
寺 一

花
見
踊

玉
取
り

曲
舞
蓬
莱
七
福
神 二

三

清
元

子
守
玉
屋
青
海
波

北
洲
扇
獅
子

山
姥
名
集
保
名
卯
の
花 四

傀
儡
師 五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

㉗

二 本 本 本 本 本 本
門
松

お
前
と
一
生

春
風
あ
け
て
目
出
や

冬
あ
み
笠

梅
と
松

万
歳 一

月一

㊞ 〇
二 本 本 本 本 本 本 本 本 本
さ
つ
ま
さ
あ

巡
る
日

春
が
す
み

湯
し
ま
天
神

一
日
あ
わ
ね
ば

お
嬢
吉
三

た
ま
に
う
れ
し
や

う
が
ひ
の
あ
と

梅
が
香

梅
一
輪 二

月二

○ ㊞ ㊞ ○ ㊞
三 本 本 本 本
咲
た
桜

二
人
し
て

よ
り
を
も
ど
し
て

落
人
主
ハ
ア
メ
リ
カ

三
月三

三 本
五
月
雨

保
名 四

月四

〃 本 本
主
さ
ん

せ
か
れ

浦
こ
く
舟

一
の
谷

晴
れ
て
雲
間

五
月五

㊞
本
日
吉
さ
ん

六
月六

㊞
12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

⑯
り下三謡民

三
階
ふ
し

小
原
ぶ
し

び
ん
ほ
つ

深
川
鹿
児
島
小
原

阿
波
踊 一

二

三

四

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

㉕
歌　　端

梅
か
咲
い
た
か

春
雨
柳
の
雨

重
ね
扇 一

〇 〇 〇

二

三

四

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

⑮
り上二謡民

茶
切
り

か
ら
傘

佐
渡
桶
さ

稗
つ
き
ふ
し

芝
て
生
れ
て

ど
ん
ど
ん
ふ
し

串
本
ふ
し

お
ば
こ

黒
田
ふ
し

一

二
上
り
新
内

か
つ
ほ
れ

奴
さ
ん

私
か
国
さ

立
山
ふ
し

キ
ツ
チ
ヨ
ン
チ
ヨ
ン

福
知
山

戻
る
駕
や

二

六
段
く
づ
し

鴨
緑
江

炭
坑
ふ
し

木
曽
ふ
し

草
津
ふ
し

ノ
ー
ヱ

大
津
絵

土
佐
ふ
し

伊
那
ふ
し

三

四

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

㉔

青
柳
秋
の
夜 一

二

三

四

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

㉖
「
歌
沢
」
空
欄
　

⑭
子調本謡民

安
来
ふ
し

下
津
井
ふ
し

紀
伊
の
国

ソ
ー
ラ
ン
ふ
し

か
ん
こ
ろ
り
ん

淡
海
ふ
し

梅
か
咲
た
か

宇
治
茶

松
前
追
分

都
々
逸 一

会
津
磐
梯
山

室
津
ふ
し

米
山
甚
句

関
の
五
本
松

お
て
も
や
ん

白
頭
山

サ
ノ
サ

博
多
ふ
し

山
中
ふ
し

槍
さ
び 二

追
分
木
や
り

浅
く
と
も

豪
傑
ふ
し

角
力
甚
句

マ
チ
ガ
イ
ふ
し

三

四

五

六

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
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翻
刻
註
記

①
頁
。
㊀
は
四
6
に
「
浦
島
」
を
、
五
3
に
「
汐
汲
」
を
記
す
。
三
2
「
常
磐
の
庭
」

3
「
舌
出
し
三
番
」
を
抹
消
。

②
頁
。
㊀
は
一
5
を
「
五
条
橋
」
と
記
す
。
㊁
は
誤
り
。

⑤
頁
。
㊀
は
二
2
に
「
夕
立
」
を
記
す
。
五
2
「
四
君
子
」
は
㊀
に
は
な
い
。

⑥
頁
（
㊁
で
は
空
欄
）。
㊀
は
六
2
～
4
に
「
さ
の
さ
・
館
山
」
の
三
曲
を
記
す
。

⑬
頁
。
㊀
は
上
覧
に
「
民
謡
の
踊
」
と
標
記
す
る
。

⑮
・
⑯
頁
。
㊀
に
は
「
民
謡
二
上
り
」「
民
謡
三
下
り
」
の
頁
が
存
在
し
な
い
。

�
・
�
・
�
頁
。
㊀
は
上
覧
に
「
小
唄
」
と
標
記
す
る
。
㊀
に
は
四
月
「
保
名
」、
五

月
「
一
の
谷
」「
浦
こ
ぐ
舟
」「
せ
か
れ
」「
主
さ
ん
」、
七
月
「
夏
の
雨
」「
土
堤
に

と
ひ
こ
う
」、八
月
「
保
名
」「
一
の
谷
」「
し
ん
の
夜
中
」「
お
ま
つ
り
」「
浪
の
上
」

「
夏
の
あ
め
」「
土
堤
に
と
ひ
こ
う
」「
話
し
し
か
け
て
」
が
欠
落
。
ま
た
㊀
は
、
九

月
「
あ
す
は
お
立
ち
か
」「
峠
」
を
と
も
に
抹
消
す
る
が
、
㊁
で
は
「
峠
」
だ
け
抹

消
し
、「
あ
す
は
お
立
ち
か
」
に
は
小
朱
印
を
捺
し
て
い
る
。

�
頁
。
㊀
は
「
い
づ
で
も
の
小
唄
」
と
標
記
。

曲
目
索
引

㉘

本 本 本 本 本 本 三
空
ほ
の

筆
の
か
さ

夏
の
す
ゞ
み

都
鳥
梅
雨
の
は
れ
間

上
汐 七

月

初
出
見
よ
と
て

一

○ ㊞ ㊞ ㊞ ㊞ ㊞
本 本 本 本 本 本 三
し
ん
の
夜
中

一
の
谷

保
名
か
や
う
り

打
水
川
風 八

月

た
つ
み 二

㊞ ○
本 三 三 三
二
人
が
中

九
月

夜
ざ
く
ら

八
重
一
重

桜
見
よ
と
て

三

㊞ ㊞ 〇
本 三 三 三
う
か
ら
う
か
ら

十
月

お
ぼ
ろ
夜
や

葉
ざ
く
ら

笠
森
せ
ん

四

○ ㊞
本 本 本 本 本 本 三
久
し
ぶ
り

も
み
じ

虫
の
音

月
は
て
な
く

空
ほ
の

お
前
と
一
所

十
一
月

心
で
と
め
て

五

本 本 ㊞ 本 本 本 本 ㊞
本 本 本 本 本 本 本 三
ね
な
が
ら

雪
の
あ
し
た

初
雪
年
の
せ

色
気
な
ひ
と
て

露
は
尾
花

一
日
あ
わ
ね
ば

十
二
月

今
宵
雨 六

　 ○ ○
12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

㉚
唄小のもでつい

三 三 二 二 本 本
私
の
思
ひ

き
ゃ
ら
の
か
ほ
り

峠五
万
石

話
し
し
か
け
て

編
笠

一

㊞ ㊞
三 三 二 二 本
三
ケ
月

酒
と
女

つ
れ
て
ゆ
か
ん
せ

と
お
ぞ
か
な
ゑ
て

せ
じ
て
丸
め
て

二

㊞ ○ ㊞
三 二 二 本
ほ
れ
て
か
よ
う

さ
つ
ま
サ
ア
ー

與
作

水
の
出
花

三

〇 ㊞ 〇 ㊞
本
ふ
ら
り四

○
本
お
伊
勢
参
り

五

〇
六
　
下
り 本
け
い
ず

ま
ち
わ
び
て

六

〇
12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

㉙

本 本 本 三 本
皆
こ
ゝ
に

か
な
や
小
梅

ほ
ん
の
り

土
堤
に
と
ひ
こ
う

夏
の
雨一

㊞
本 本 本 三 本 三 三 本 二 本
空
や
久
し
き

船
に
舟
頭

鏡
獅
子

滝
の
白
糸

話
し
し
か
け
て

夕
立
や
は
れ
て

土
堤
に
と
ひ
こ
う

夏
の
あ
め

浪
の
上

お
ま
つ
り

二

㊞ ㊞
本 本 本 二 二
水
さ
し

お
祭
り
佐
七

お
そ
の

峠あ
す
は
お
立
か

三

二 ㊞
本 本 本
ひ
か
の
こ

浦
漕
く
舟

せ
か
れ
せ
か
れ

つ
れ
て
ゆ
か
ん
せ

四

㊞ ㊞ ㊞
本 本 本 二 二 二
い
つ
し
か

主
さ
ん

鶴
次
郎

は
ぎ
　
か
け

秋
の
七
草

晩
に
忍
ば
く

五

㊞ ㊞ ㊞ 本 本
本 本 本 二 二 本 本 本
大
磯
水
の
桂
川

雪
の
だ
る
ま

つ
か
ひ
は
な
れ
て

一
日
逢
ね
ば

里
を
は
な
れ
て

止
て
も六

〇 〇
12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

 

　あ
会
津
磐
梯
山
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
二
11

青
柳 

�
一
3

秋
の
色
草
（
扇
・
長
唄
本
） 

⑰
一
4

秋
の
色
種
（
長
唄
） 

①
二
7

秋
之
曲
（
地
唄
） 

⑦
六
8

秋
の
空
（
地
唄
） 

⑦
四
12

秋
の
七
草
（
小
唄
二
・
十
一
月
） 

�
五
4

秋
の
夜 

�
一
2

明
ケ
烏
（
義
太
夫
） 

⑨
二
4

上
汐
（
小
唄
本
・
七
月
） 

�
一
7

あ
け
て
目
度
や
（
小
唄
本
・
一
月
） 

�
一
6

朝
が
ほ
（
地
唄
） 

⑦
五
3

浅
く
と
も
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
三
5

浅
妻
（
長
唄
） 

①
四
11

芦
刈
（
地
唄
） 

⑦
二
6

あ
し
か
り
（
扇
・
地
唄
） 

⑱
四
3

あ
す
は
お
立
か
（
小
唄
二
・
九
月
） 

�
三
4

吾
妻
獅
子
（
地
唄
） 

⑦
四
9

吾
妻
獅
子
（
地
唄
） 

⑦
六
3

吾
妻
八
景
（
長
唄
） 

①
三
11

吾
妻
八
景
（
扇
・
長
唄
） 

⑰
一
12

姉
さ
ん
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
二
7

編
笠
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
一
1

あ
や
衣
（
地
唄
） 

⑦
四
10

操
り
三
番
（
長
唄
） 

①
二
5

あ
や
め
ゆ
か
た
（
長
唄
） 

①
二
11

阿
波
踊
（
民
謡
三
下
り
） 

⑯
一
3

粟
餅
（
常
磐
津
） 

③
一
11

　
　い

十
六
夜
（
清
元
） 

⑤
三
12

磯
ぶ
し
（［
民
謡
の
踊
本
］） 

⑬
五
6
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一
日
あ
わ
ね
ば
（
小
唄
本
・
二
月
） 

�
二
8

一
日
あ
わ
ね
ば
（
小
唄
本
・
十
二
月
） �
六
6

一
日
逢
ね
は
（
小
唄
本
・
十
二
月
） 

�
六
3

一
の
谷
（
小
唄
本
・
五
月
） 

�
五
4

一
の
谷
（
小
唄
本
・
八
月
） 

�
二
11

い
つ
し
か
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
五
12

伊
那
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
三
3

今
小
町
（
地
唄
） 

⑦
二
11

色
気
な
ひ
と
て（
小
唄
本
・
十
二
月
） 

�
六
8

　
　う

う
が
ひ
の
あ
と
（
小
唄
本
・
二
月
） 
�
二
5

う
か
ら
う
か
ら
（
小
唄
本
・
十
月
） 
�
四
7

宇
治
茶
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
一
4

打
水
（
小
唄
本
・
八
月
） 

�
二
8

う
つ
ぼ
（
常
磐
津
） 

　
　
　   

③
三
7

卯
の
花
（
清
元
） 

⑤
二
6

卯
の
花
（
扇
・
清
元
） 

⑰
四
3

梅
一
輪
（
小
唄
本
・
二
月
） 

�
二
3

梅
が
香
（
小
唄
本
・
二
月
） 

�
二
4

梅
か
咲
た
か
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
一
5

梅
か
咲
い
た
か
（
端
歌
） 

�
一
5

梅
と
松
（
小
唄
本
・
一
月
） 

�
一
4

梅
の
栄
（
長
唄
） 

①
四
4

梅
の
春
（
清
元
） 

 

⑤
一
6

浦
こ
く
舟
（
小
唄
本
・
五
月
） 

�
五
5

浦
漕
く
舟
（
小
唄
・
い
つ
で
も
） 

 

�
四
11

　
　え

越
後
獅
子
（
長
唄
） 

①
五
8

越
後
獅
子
（
扇
・
長
唄
） 

⑰
一
11

江
戸
土
産
（
地
唄
） 

⑦
三
3

江
の
島
（
地
唄
） 

⑦
五
2

　
　お

お
伊
勢
参
り（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
五
1

老
松
（
長
唄
） 

①
一
5

追
分
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
三
7

お
乳
母
め
の
人
（
地
唄
） 

⑦
三
2

お
ち
や
乳
母
人
（
扇
・
地
唄
） 

⑱
四
8

近
江
八
景
（
地
唄
） 

⑦
五
7

鴨
緑
江
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
三
10

大
磯
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
六
12

扇
獅
子
（
清
元
） 

⑤
一
7

扇
獅
子
（
扇
・
清
元
） 

⑰
四
7

扇
尽
し
（
地
唄
） 

⑦
四
11

大
津
絵
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
三
5

大
森
（
常
磐
津
） 

③
三
1

桶
さ
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
二
6

桶
と
り
（
地
唄
） 

⑦
四
3

お
駒
恋
姿
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
二
4

お
七
（
義
太
夫
） 

⑨
一
7

お
嬢
吉
三
（
小
唄
本
・
二
月
） 

�
二
7

お
せ
ん
（
常
磐
津
） 

③
二
3

お
そ
の
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 
�
三
10

落
人
（
小
唄
本
・
三
月
） 
�
三
4

お
て
も
や
ん
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
二
7

お
夏
（
常
磐
津
） 

③
二
1

お
夏
か
わ
い
や
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
一
3

お
祭
り
佐
七（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
三
11

お
ば
こ
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
三
6

お
ば
こ
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
一
4

小
原
ぶ
し
（
民
謡
三
下
り
） 

⑯
一
7

お
舟
（
義
太
夫
） 

⑨
一
8

お
ほ
ろ
夜
や
（
小
唄
三
・
四
月
） 

�
四
3

お
前
と
一
所
（
小
唄
本
・
十
一
月
） 

�
五
7

お
前
と
一
生
（
小
唄
本
・
一
月
） 

�
一
8

お
祭
り
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
一
4

お
ま
つ
り
（
小
唄
本
・
八
月
） 

�
二
1

お
祭
り
三
度
笠
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
三
4

お
光
（
常
磐
津
） 

③
二
8

お
三
輪
（
常
磐
津
） 

③
三
3

お
三
輪
（
義
太
夫
） 

⑨
一
11

　
　か

傀
儡
師
（
清
元
） 

⑤
一
9

傀
儡
師
（
扇
・
清
元
） 

⑰
五
3

鏡
獅
子
（
長
唄
） 

①
五
10

鏡
獅
子
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
二
10

角
兵
ヱ
（
常
磐
津
） 

③
一
10

角
兵
ヱ
獅
子
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
三
2

角
兵
ヱ
（
扇
・
常
磐
津
） 

⑱
一
4

神
楽
面
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
一
2

神
楽
初
（
地
唄
） 

 

⑦
二
2

鹿
児
島
小
原
（
民
謡
三
下
り
） 

 

⑯
一
4

か
さ
ね
（
清
元
） 

⑤
二
2

重
ね
扇
（
端
歌
） 

�
一
2

笠
森
せ
ん
（
小
唄
三
・
四
月
） 

�
四
1

か
つ
ぽ
れ
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
一
9

か
つ
ぽ
れ
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
二
11

桂
川
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
六
10

門
傾
城
（
長
唄
） 

①
三
9

門
松
（
小
唄
二
・
一
月
）  

�
一
12

か
な
や
小
梅（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
一
11

鉄
輪
（
地
唄
） 

⑦
二
12

か
に
ま
よ
う
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
二
5

紙
治
（
義
太
夫
） 

⑨
二
1

か
や
う
り
（
小
唄
本
・
八
月
） 

�
二
9

通
ふ
神
（
地
唄
） 

⑦
三
9

通
ふ
神
（
扇
・
地
唄
） 

⑱
四
9

か
ら
傘
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
一
10

雁
金
（
清
元
） 

⑤
二
3

川
風
（
小
唄
本
・
八
月
） 

�
二
7

か
は
づ
（
地
唄
） 

⑦
三
11

か
ん
こ
ろ
り
ん
（
民
謡
本
調
子
） 

 

⑭
一
7

勧
進
帳
（
長
唄
） 

①
四
2

勧
進
帳
（
地
唄
） 

 

⑦
六
5

神
田
祭
（
清
元
） 

⑤
三
7

勘
平
道
行
（
清
元
） 

⑤
三
5

　
　き

紀
伊
の
国
（
民
謡
本
調
子
） 

 

⑭
一
9

勢
獅
子
（
常
磐
津
） 

③
三
10

き
ゞ
す
（
地
唄
） 

⑦
四
7

菊
寿
の
草
摺
（
長
唄
） 

①
四
6

菊
の
露
（
地
唄
） 

⑦
四
6

岸
の
柳
（
長
唄
） 

①
二
9

岸
の
柳
（
扇
・
長
唄
） 

⑰
一
9

喜
撰
（
清
元
） 

⑤
三
9

木
曽
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
）  

 

⑮
三
8

吉
三
人
形
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
二
3

き
つ
ち
よ
ん
ち
よ
ん（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
二
5

紀
文
（
長
唄
） 

①
三
10

き
や
ら
の
か
ほ
り（
小
唄
三
・
い
つ
で
も
） 

�
一
11

木
や
り
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
三
6

京
名
所
（
地
唄
） 

　
　
　
　 

⑦
四
8
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　く

草
津
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
三
7

串
本
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
一
5

曲
舞
（
扇
・
長
唄
） 

⑰
二
5

蜘
蛛
の
糸
（
常
磐
津
） 

③
二
11

蜘
蛛
の
拍
子
舞
（
長
唄
） 

①
六
2

蔵
前
お
そ
め
（
義
太
夫
） 

⑨
二
3

鞍
馬
山
（
長
唄
） 

②
一
2

廓
八
景
（
常
磐
津
） 

③
三
12

廓
八
景
（
扇
・
常
磐
津
） 

⑱
一
9

黒
か
み
（
地
唄
） 
⑦
二
3

黒
か
み
（
扇
・
地
唄
） 
⑱
四
10

黒
田
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
一
3

桑
名
殿
さ
ん
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
二
4

　
　け

け
い
ず
（
小
唄
六
下
・
い
つ
で
も
） 

�
六
12

外
記
猿
（
長
唄
） 

 

①
五
6

源
太
時
雨
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
二
8

　
　こ

豪
傑
ふ
し
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
三
4

小
鍛
冶
（
長
唄
） 

①
四
8

心
で
と
め
て
（
小
唄
三
・
五
月
） 

�
五
3

五
条
松
（
五
条
橋
が
正
し
い
）（
長
唄
） 

②
一
1

こ
す
の
戸
（
地
唄
）　 

 

⑦
二
5

簀
の
戸
（
扇
・
地
唄
） 

⑱
四
4

子
宝
三
番
（
常
磐
津
） 

③
一
8

寿
（
扇
・
地
唄
） 

 

⑱
四
7

五
万
石
（
小
唄
二
・
い
つ
で
も
）  

 

�
一
6

子
守
（
清
元
） 

 

⑤
一
8

子
守
（
扇
・
清
元
） 

 

⑰
四
11

今
宵
雨
（
小
唄
三
・
六
月
） 

�
六
3

五
郎
（
長
唄
） 

 

①
四
9

五
郎
（
扇
・
長
唄
本
） 

⑰
一
5

権
九
郎
（
清
元
） 

⑤
三
3

権
八
（
常
磐
津
） 

③
二
4

　
　さ

さ
い
た
桜
（
地
唄
） 

⑦
四
5

咲
た
桜
（
小
唄
三
・
三
月
） 

�
三
12

酒
屋
（
義
太
夫
） 

⑨
一
5

鷺
娘
（
長
唄
）　 

①
三
6

桜
見
よ
と
て
（
小
唄
三
・
三
月
） 

�
三
1

酒
と
女
（
小
唄
三
・
い
つ
で
も
） 

�
二
11

さ
つ
ま
さ
あ
（
小
唄
二
・
二
月
） 

�
二
12

さ
つ
ま
サ
ア
ー（
小
唄
二
・
い
つ
で
も
） 

�
三
7

佐
渡
桶
さ
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
一
9

里
を
は
な
れ
て（
小
唄
本
・
十
二
月
） 

�
六
2

サ
ノ
サ
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
二
5

五
月
雨
（
小
唄
三
・
四
月
） 

�
四
12

猿
舞
（
長
唄
） 

①
五
7

三
階
ぶ
し
（
民
謡
三
下
り
） 

⑯
一
8

三
社
祭
（
清
元
） 

 
⑤
三
10

三
人
片
輪
（
常
磐
津
） 
③
四
7

三
人
上
戸
（
常
磐
津
） 

③
三
5

　
　し

式
三
番
（
常
磐
津
） 

③
一
1

式
三
番
（
義
太
夫
） 

 

⑨
一
1

四
季
三
葉
（
清
元
） 

⑤
一
4

四
季
山
姥
（
長
唄
） 

①
一
8

四
季
ふ
し
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
二
8

四
君
子
（
清
元
） 

⑤
五
2

獅
々
わ
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
一
10

舌
出
し
三
番
（
長
唄
） 

①
二
3

七
福
神
（
長
唄
） 

①
一
3

七
福
神
（
扇
・
長
唄
） 

 

⑰
二
3

質
店
（
義
太
夫
） 

⑨
二
7

賤
機
帯
（
長
唄
） 

①
三
4

芝
て
生
れ
て
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
一
7

島
の
千
歳
（
長
唄
） 

①
一
2

下
津
井
ふ
し
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
一
10

石
橋
（
地
唄
） 

⑦
五
12

十
二
月
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
二
11

春
秋
（
長
唄
） 

①
二
6

松
竹
梅
（
長
唄
） 

①
一
7

新
浦
島
（
長
唄
） 

①
四
7

新
松
竹
梅
（
地
唄
） 

⑦
一
10

新
道
成
寺
（
地
唄
） 

⑦
六
1

し
ん
の
夜
中
（
小
唄
本
・
八
月
） 

�
二
12

新
吉
原
（
義
太
夫
）　 

         

⑨
二
5

　
　す

末
広
（
長
唄
） 

 

①
一
10

末
広
（
常
磐
津
） 

③
二
5

末
広
狩
（
扇
・
長
唄
本
） 

⑰
一
6

助
六
（
常
磐
津
） 

③
一
7

す
し
や
（
義
太
夫
） 

⑨
一
9

す
て
て
こ
（［
民
謡
の
踊
三
］） 

⑬
一
11

隅
田
川
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
三
3

墨
ぬ
り
（
常
磐
津
） 

③
三
8

角
力
甚
句
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
三
3

す
り
鉢
（
地
唄
） 

⑦
五
6

　
　せ

青
海
波
（
清
元
） 

⑤
一
2

青
海
波
（
扇
・
清
元
） 

⑰
四
9

世
界
（
地
唄
） 

⑦
二
10

世
界
（
扇
・
地
唄
） 

 

⑱
五
3

せ
か
れ
（
小
唄
・
五
月
） 

�
五
6

せ
か
れ
せ
か
れ（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
四
10

関
の
追
分
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
三
5

関
の
五
本
松
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
二
8

関
の
戸
（
常
磐
津
） 

③
三
9

せ
じ
て
丸
め
て（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
二
1

先
代
萩
（
義
太
夫
） 

⑨
一
6

船
頭
可
愛
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
二
6

千
里
の
桜
（
地
唄
） 

⑦
三
8

　
　そ

ソ
ー
ラ
ン
ふ
し
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
一
8

曽
我
物
語
（
扇
・
常
磐
津
） 

⑱
一
7

袖
香
炉
（
地
唄
） 

 

⑦
一
9

袖
の
露
（
地
唄
） 

⑦
三
10

袖
の
露
（
扇
・
地
唄
） 

⑱
四
5

空
ほ
の
（
小
唄
本
・
七
月
） 

�
一
12

空
ほ
の
（
小
唄
本
・
十
一
月
） 

�
五
8

空
や
久
し
き（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
二
12

　
　た

大
漁
踊
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
二
10

高
砂
（
地
唄
） 

 

⑦
一
1

高
砂
の
松
（
常
磐
津
） 

③
四
1

宝
船
（
長
唄
） 

①
一
11

滝
尽
し
（
地
唄
） 

⑦
三
5



137（ 11 ） 【史料紹介】大阪府認可 大和屋技芸学校稽古表

滝
の
白
糸
（
小
唄
三
・
八
月
） 

�
二
8

竹
の
ゑ
ん
（
地
唄
） 

⑦
一
12

忠
信
（
清
元
） 

 

⑤
三
11

忠
信
（
義
太
夫
） 

⑨
一
3

た
つ
み
（
小
唄
三
・
二
月
） 

�
二
3

立
山
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
二
6

た
ば
こ
や
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
一
6

旅
雀
（
常
磐
津
） 

③
二
7

玉
兎
（
清
元
） 

⑤
二
4

多
摩
川
（
長
唄
）　 

①
六
9

玉
川
（
清
元
） 

⑤
二
8

玉
取
り
（
扇
・
長
唄
） 
⑰
二
6

玉
取
り
海
女
（
長
唄
） 
①
三
8

た
ま
に
う
れ
し
や
（
小
唄
本
・
二
月
）
�
二
6

玉
屋
（
清
元
） 

　
　
　
　 

⑤
一
10

玉
屋
（
扇
・
清
元
） 

⑰
四
10

淡
海
ふ
し
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
一
6

炭
坑
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
三
9

　
　ち

竹
生
嶋
（
長
唄
） 

①
三
2

竹
生
島
（
長
唄
） 

①
六
4

竹
生
島
（
地
唄
） 

⑦
四
4

筑
摩
川
（
長
唄
） 

①
六
10

茶
音
頭
（
地
唄
） 

⑦
五
4

茶
音
頭
（
扇
・
地
唄
） 

⑱
五
4

茶
切
り
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
一
11

茶
切
り
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
二
9

千
代
の
友
鶴
（
常
磐
津
） 

③
四
8

　
　つ

つ
か
ひ
は
な
れ
て（
小
唄
二
・
十
二
月
） 

�
六
5

月
は
て
な
く
（
小
唄
本
・
十
一
月
） 

�
五
9

綱
の
館
（
地
唄
） 

⑦
二
8

綱
館
（
長
唄
） 

①
六
3

壺
坂
（
義
太
夫
） 

⑨
一
4

妻
恋
道
中
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
二
2

露
の
蝶
（
地
唄
） 

⑦
三
12

梅
雨
の
は
れ
間
（
小
唄
本
・
七
月
） 

�
一
8

露
は
尾
花
（
小
唄
本
・
十
二
月
）  

�
六
7

つ
り
女
（
常
磐
津
） 

③
四
5

鶴
亀
（
長
唄
） 
 

①
一
9

鶴
亀
（
常
磐
津
） 

③
四
2

鶴
次
郎
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
五
10

鶴
の
声
（
地
唄
） 

⑦
一
6

鶴
の
巣
籠
（
地
唄
） 

⑦
一
7

つ
れ
て
ゆ
か
ん
せ
（
小
唄
二
・
十
月
） 

�
四
5

つ
れ
て
ゆ
か
ん
せ（
小
唄
二
・
い
つ
で
も
） 

�
二
7

　
　て

手
習
ひ
子
（
長
唄
） 

　
　
　
　 

①
五
5

　
　と

峠
（
小
唄
二
・
九
月
） 

�
三
5

峠
（
小
唄
二
・
い
つ
で
も
） 
�
一
7

道
成
寺
（
扇
・
長
唄
三
） 
⑰
一
3

と
お
ぞ
か
な
ゑ
て（
小
唄
二
・
い
つ
で
も
） 

�
二
6

常
磐
の
老
松
（
常
磐
津
） 

③
四
9

常
磐
老
松
（
扇
・
常
磐
津
） 

⑱
一
6

常
磐
の
庭
（
地
唄
） 

　
　
　
　 

⑦
二
1

常
磐
の
庭
（
長
唄
） 

①
二
2

土
佐
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
三
4

年
の
せ
（
小
唄
本
・
十
二
月
） 

�
六
9

と
し
ま
（
常
磐
津
） 

③
一
3

土
堤
に
と
ひ
こ
う（
小
唄
三
・
七
月
） 

�
一
7

土
堤
に
と
ひ
こ
う（
小
唄
三
・
八
月
） 

�
二
4

都
々
逸
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
一
2

鳥
羽
錦
（
清
元
） 

⑤
三
8

止
て
も
（
小
唄
本
・
十
二
月
） 

�
六
1

供
奴
（
長
唄
） 

①
四
10

奴（
マ
マ
）供

（
扇
・
長
唄
） 

⑰
一
10

ど
ん
つ
く
（
常
磐
津
） 

③
三
2

ど
ん
ど
ん
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
一
6

ど
ん
ぶ
り
（
義
太
夫
） 

⑨
二
6

　
　な

名
集
（
清
元
） 

⑤
一
3

名
集
（
扇
・
清
元
） 

⑰
四
5

苗
う
り
（
常
磐
津
）　 

③
一
5

夏
の
雨
（
小
唄
本
・
七
月
） 

�
一
1

夏
の
あ
め
（
小
唄
本
・
八
月
） 

�
二
3

夏
之
曲
（
地
唄
） 

⑦
六
7

夏
の
す
ゞ
み
（
小
唄
本
・
七
月
） 

�
一
10

菜
の
葉
（
地
唄
） 

⑦
四
1

浪
の
上
（
小
唄
二
・
八
月
） 

�
二
2

楠
公
（
長
唄
） 

①
六
7

南
地
音
頭
（［
民
謡
の
踊
三
］） 

⑬
一
4

南
地
小
唄
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
一
3

南
地
は
や
し
（［
民
謡
の
踊
］） 

⑬
一
5

　
　に

二
上
り
新
内
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
二
12

二
月
堂
（
常
磐
津
） 

③
三
4

廿
四
孝
（
義
太
夫
） 

⑨
一
2

日
本
一
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
二
2

新
口
村
（
義
太
夫
） 

⑨
一
10

　
　
ぬ

主
さ
ん
（
小
唄
・
五
月
） 

�
五
7

主
さ
ん
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
五
11

主
ハ
ア
メ
リ
カ
（
小
唄
本
・
三
月
） 

�
三
3

　
　ね

ね
な
が
ら
（
小
唄
本
・
十
二
月
） 

�
六
12

ね
や
の
扇
（
地
唄
） 

⑦
二
7

　
　の

ノ
ー
ヱ
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
三
6

軒
端
の
松
（
長
唄
） 

①
四
5

軒
端
の
松
（
扇
・
長
唄
本
） 

⑰
一
7

野
崎
村
（
義
太
夫
） 

⑨
二
2

乗
合
船
（
常
磐
津
） 

 

③
一
9

　
　は

羽
織
褄
（
地
唄
） 

⑦
三
1

博
多
ふ
し
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
二
4

は
ぎ
（
小
唄
二
・
十
一
月
） 

�
五
5

白
頭
山
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
二
6

羽
衣
（
常
磐
津
） 

③
二
6

葉
ざ
く
ら
（
小
唄
三
・
四
月
） 

�
四
2

橋
弁
慶
（
長
唄
） 

①
六
8

初
時
雨
（
長
唄
） 

①
四
3

初
出
見
よ
と
て
（
小
唄
三
・
一
月
） 

�
一
3

初
子
の
日
（
長
唄
） 

②
一
3

初
雪
（
小
唄
本
・
十
二
月
） 

�
六
10

花
が
た
み
（
清
元
） 

⑤
二
5

話
し
し
か
け
て
（
小
唄
本
・
八
月
） 

�
二
6

話
し
し
か
け
て（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
一
2
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花
の
旅
（
地
唄
） 

⑦
三
6

花
見
踊
（
長
唄
） 

①
二
10

花
見
踊
（
扇
・
長
唄
）  

⑰
二
7

春
が
す
み
（
小
唄
本
・
二
月
） 

�
二
10

春
風
（
小
唄
本
・
一
月
） 

�
一
7

春
雨
（
端
歌
） 

�
一
4

春
之
曲
（
地
唄
） 

⑦
六
6

春
の
寿
（
地
唄
） 

⑦
一
8

晴
れ
て
雲
間
（
小
唄
本
・
五
月
）  

 

�
五
3

晩
に
忍
ば
く
（
小
唄
二
・
十
一
月
） 

�
五
3

　
　ひ

稗
つ
き
ふ
し
（
民
謡
二
上
り
） 
⑮
一
8

ひ
か
の
こ
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
四
12

久
し
ぶ
り
（
小
唄
本
・
十
一
月
）  

�
五
12

ひ
な
鶴
三
番
（
長
唄
）  

①
二
4

ひ
な
ぶ
り
（
地
唄
） 

⑦
五
9

ひ
な
祭
り
（
地
唄
） 

⑦
五
8

日
吉
さ
ん
（
小
唄
本
・
六
月
） 

�
六
3

び
ん
ほ
つ
（
民
謡
三
下
り
） 

⑯
一
6

　
　ふ

深
川
（［
民
謡
の
踊
三
］） 

⑬
四
6

深
川
（
民
謡
三
下
り
） 

⑯
一
5

福
寿
草
（
地
唄
） 

⑦
一
5

福
知
山
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
二
4

冨
士
太
鼓
（
地
唄
） 

⑦
五
1

藤
娘
（
長
唄
） 

①
五
4

二
タ
面
（
常
磐
津
） 

③
四
4

二
人
が
中
（
小
唄
本
・
九
月
） 

�
三
7

二
人
し
て
（
小
唄
本
・
三
月
）  

�
三
6

二
人
棒
縛
（
常
磐
津
） 

③
四
6

二
人
椀
久
（
長
唄
）　  

①
三
5

筆
の
か
さ
（
小
唄
本
・
七
月
） 

�
一
11

船
弁
慶
（
長
唄
） 

①
五
2

船
に
舟
頭
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
二
11

文
荷
ひ
（
常
磐
津
） 

③
三
6

冬
あ
み
笠
（
小
唄
本
・
一
月
） 

�
一
5

冬
之
曲
（
地
唄
） 

⑦
六
9

ふ
ら
り
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

 

�
四
1

文
屋
（
清
元
） 

⑤
一
12

　
　へ

ヘ
ラ
ヘ
ラ
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
一
8

　
　ほ

蓬
莱
（
長
唄
） 

①
一
4

蓬
莱
（
地
唄
） 

⑦
一
2

蓬
莱
（
扇
・
長
唄
） 

　 

⑰
二
4

北
洲
（
清
元
） 

⑤
一
5

北
洲
（
扇
・
清
元
） 
　 

⑰
四
8

堀
川
（
義
太
夫
）　 
　 

⑨
二
8

ほ
れ
て
か
よ
う（
小
唄
三
・
い
つ
で
も
） 

�
三
11

ほ
ん
と
に
困
り
者
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
一
5

ホ
ン
ト
ニ
そ
う
な
ら
（
レ
コ
ー
ド
） 
⑪
二
7

ほ
ん
の
り
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
）  
�
一
10

　
　ま

枕
獅
子
（
長
唄
） 

 

①
五
9

将
門
（
常
磐
津
） 

③
一
12

正
月
（
地
唄
） 

⑦
一
4

マ
チ
ガ
イ
ふ
し
（
民
謡
本
調
子
）  

 

⑭
三
2

ま
ち
わ
び
て（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
六
1

松
風
（
清
元
） 

⑤
三
4

松
風
（
地
唄
） 

⑦
五
11

松
島
（
常
磐
津
） 

③
四
10

松
島
（
扇
・
常
磐
津
）  

⑱
一
3

松
の
寿
（
地
唄
） 

⑦
一
3

松
の
栄
（
地
唄
） 

⑦
一
11

松
の
み
ど
り
（
長
唄
）  

①
一
6

松
前
追
分
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
一
3

ま
ほ
ろ
し
保
名
（
レ
コ
ー
ド
） 

⑪
一
7

万
歳
（
小
唄
本
・
一
月
） 

�
一
3

　
　み

三
ケ
月
（
小
唄
三
・
い
つ
で
も
）  

�
二
12

水
う
り
（
常
磐
津
） 

③
一
6

水
さ
し
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
）  

 

�
三
12

ミ
ス
南
地
（［
民
謡
の
踊
］） 

⑬
一
6

水
の
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
六
11

水
の
出
花
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
三
1

三
ツ
面
（
常
磐
津
）　  

③
一
2

皆
こ
ゝ
に
（
小
唄
本
・
い
つ
で
も
） 

�
一
12

三
保
の
松
（
常
磐
津
）  

③
四
3

三
保
松
（
扇
・
常
磐
津
） 

⑱
一
5

都
鳥
（
長
唄
） 

①
二
8

都
鳥
（
扇
・
長
唄
本
） 

⑰
一
8

都
鳥
（
小
唄
本
・
七
月
） 

�
一
9

都
の
春
（
地
唄
） 

⑦
三
7

夫
婦
狐
（
常
磐
津
）　  

③
二
9

　
　む

虫
の
音
（
地
唄
） 

⑦
四
2

虫
の
音
（
小
唄
本
・
十
一
月
） 

�
五
10

宗
清
（
常
磐
津
）　 
　 

③
四
11

室
津
ふ
し
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
二
10

　
　め

名
所
土
産
（
地
唄
） 

　 

⑦
五
10

め
か
り
（
地
唄
）　
　  

⑦
二
9

巡
る
日
（
小
唄
本
・
二
月
）  

�
二
11

　
　も

望
月
（
長
唄
）　
　 

　 

①
六
6

戻
り
駕
（
常
磐
津
） 

　 

③
二
12

戻
り
橋
（
常
磐
津
） 

　 

③
二
2

戻
る
駕
や
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
二
3

も
み
じ
（
小
唄
本
・
十
一
月
） 

�
五
11

も
み
し
狩
（
常
磐
津
）  

③
二
10

　
　や

八
重
一
重
（
小
唄
三
・
三
月
） 

�
三
2

屋
島
（
地
唄
） 

⑦
三
4

八
島
（
扇
・
地
唄
） 

⑱
四
11

八
島
官
女
（
長
唄
）　
　 

①
五
3

安
来
ふ
し
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
一
11

保
名
（
清
元
） 

⑤
一
11

保
名
（
扇
・
清
元
） 

　 

⑰
四
4

保
名
（
小
唄
本
・
四
月
） 

�
四
3

保
名
（
小
唄
本
・
八
月
） 

�
二
10

八
千
代
獅
子
（
地
唄
）  

⑦
六
4

奴
さ
ん
（［
民
謡
の
踊
二
］） 

⑬
二
3

奴
さ
ん
（
民
謡
二
上
り
） 

⑮
二
10

柳
の
雨
（
端
歌
） 

�
一
3

山
中
ふ
し
（
民
謡
本
調
子
） 

⑭
二
3

山
姥
（
清
元
） 

⑤
二
7

山
姥
（
扇
・
清
元
）　  

⑰
四
6

山
姥
（
扇
・
常
磐
津
）  

⑱
一
8
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む
す
び
に
か
え
て

　「
大
和
屋
技
芸
学
校
稽
古
表
」
は
、
明
治
後
期
に
創
立
さ
れ
、
戦
中
・
戦
後
の

混
乱
期
を
乗
り
越
え
て
存
続
し
た
、
芸
妓
養
成
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
示
す
貴

重
な
史
料
で
あ
る
。
筆
者
ら
は
二
〇
一
九
年
一
一
月
、
中
国
・
福
州
大
学
で
開
か

れ
た
第
十
三
回
中
日
音
楽
比
較
研
究
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、『
大

和
屋
歳
時
』
に
一
部
掲
載
さ
れ
た
こ
の
史
料
の
写
真
を
用
い
て
報
告
を
行
い
（
同

日
配
布
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
版
『
論
文
集
』
に
も
掲
載
）、
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
二
月
、
阪
口

純
久
氏
に
お
目
に
か
か
っ
て
こ
の
史
料
の
原
本
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
な

く
、
研
究
に
活
用
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
本
紀
要
第
四
〇

号
に
、
こ
の
史
料
の
一
部
を
用
い
た
論
考
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
全
体
を
論
ず
る

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
本
稿
は
阪
口
氏
の
許
可
を
得
て
、
三
冊
あ
る
「
稽
古
帳
」
の
う
ち
一
冊
の
全
体

を
は
じ
め
て
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
「
稽
古
帳
」
各
冊
の
内
容
を
詳

細
に
比
較
し
（
殊
に
、
㊂
生
徒
用
稽
古
帳
と
㊀
・
㊁
と
の
比
較
）、
㊂
の
作
成
年
代
と

特
色
を
追
究
す
べ
き
で
あ
る
し
、
武
原
は
ん
が
残
し
た
明
治
末
期
の
「
稽
古
帳
」

と
の
曲
目
比
較
や
、
芸
妓
養
成
機
関
と
そ
の
他
の
伝
統
芸
能
教
育
機
関
と
の
比
較

な
ど
も
考
え
て
い
た
が
、
紙
数
の
都
合
も
あ
っ
て
今
回
は
紹
介
の
み
に
止
め
た
。

　
た
だ
、
私
立
大
阪
女
子
音
楽
学
校
（
一
九
〇
六
年
開
校
）
で
編
集
さ
れ
た
『
琴
曲

類
集
』
収
録
の
曲
目
と
、「
稽
古
表
」
の
「
地
唄
」
欄
と
を
比
較
す
る
と
、
共
通

す
る
曲
目
も
あ
る
が
、
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
琴
曲
類
集
』

に
は
、「
鉄
輪
」「
ゆ
き
」「
こ
す
の
戸
」「
く
ろ
髪
」「
ね
や
の
扇
」
の
よ
う
な
、

女
性
の
情
念
を
唄
っ
た
曲
が
全
く
収
録
さ
れ
な
い
。
良
妻
賢
母
教
育
を
標
榜
す
る

女
学
校
と
、
職
業
人
養
成
を
目
的
と
す
る
技
芸
学
校
で
は
、
違
い
が
あ
っ
て
当
然

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
教
習
曲
目
に
も
顕
著
に
投
影
し
て
い
る
こ
と
に
、
こ
こ
で
言

及
し
て
お
き
た
い
。

謝
辞

　「
大
和
屋
技
芸
学
校
稽
古
表
」
の
所
蔵
者
で
あ
る
阪
口
純
久
氏
、
上
方
文
化
芸

能
運
営
委
員
会
の
松
丸
朝
子
氏
に
は
、
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿
は
、
笠
井
純
一
を
研
究
代
表
者
と
す

る
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
戦
前
期
大
阪
に
お
け
る
花
街
の
総
合
的
研
究
―
芸
能

を
媒
介
と
す
る
社
会
関
係
の
形
成
を
視
点
と
し
て
―
」（
基
盤
研
究
（C

）
二
〇
二
一

～
二
〇
二
三
年
度
）
な
ら
び
に
「
戦
前
期
大
阪
花
街
の
社
会
的
機
能
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
：
芸
能
と
社
会
と
の
関
係
を
中
心
に
」（
同
、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
、
日
頃
ご
教
示
を
頂
い
て
い
る

研
究
分
担
者
・
協
力
者
各
位
に
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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